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【
砂
田
市
議
】
小
矢
部
市

の
臨
時
職
員
（
最
長
１
年
契

約
）
が
実
数
２
５
１
名
で
、
８
年

前
に
比
べ
３１
名
も
増
え
て
い

る
（
し
か
も
こ
の
間
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
や
、
学
校
給
食

配
膳
員
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
車
掌
な
ど
臨
時
職
員
の
仕

事
４４
名
分
が
、
民
間
委
託
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

だ
）
。
臨
時
職
員
の
職
種
も
行
政
事
務
職
の
ほ
か
保
育

士
や
言
葉
の
教
室
専
門
員
、
多
人
数
学
級
支
援
講

師
、
図
書
館
司
書
、
ス
タ
デ
ィ
メ
イ
ト
な
ど
、
人
間
を

相
手
の
仕
事
で
あ
り
、
こ
れ
は
自
治
体
と
し
て
の
本
来

業
務
で
は
な
い
か
（
一
方
、
常
勤
正
職
員
は
４
月
１
日

現
在
２
５
２
名
）
。 

地
方
公
務
員
法
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
性
と

質
を
確
保
す
る
た
め
「
公
務
は
任
期
の
定
め
の
な
い
常

勤
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
担
う
」
と
い
う
「
無
期
限
任

用
の
原
則
」
を
定
め
て
い
る
。
今
回
の
法
改
正
を
審
議

し
た
国
会
で
も
、
常
勤
職
員
と
同
様
の
業
務
を
行
う

職
が
あ
っ
た
場
合
、
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
む
非

常
勤
職
員
制
度
で
は
な
く
、
常
勤
職
員
や
任
期
付
職

員
（
複
数
年
契
約
）
の
活
用
の
検
討
を
求
め
て
い
る
。 

 

【
副
市
長
】
市
で
は
会
計
年
度
任
用
職
員
に
か
か

る
条
例
案
を
１２
月
議
会
に
提
案
す
る
予
定
で
、
臨
時

非
常
勤
職
員
の
実
態
の
把
握
、
任
用
条
件
、
勤
務
条

件
の
具
体
的
な
制
度
設
計
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。 

 

【
砂
田
市
議
】
現
在
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
雇
用
さ
れ
て

い
る
の
は
何
人
か
。
国
会
決
議
で
は
、
今
度
の
改
正
を

契
機
に
フ
ル
タ
イ
ム
を
パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
変
更
す
る
こ

と
は
改
正
法
の
趣
旨
に
合
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

【
総
務
部
長
】
フ
ル
タ
イ
ム
で
任
用
し
て
い
る
非
常

勤
職
員
は
５５
人
で
あ
る
。
法
改
正
の
趣
旨
を
ふ
ま
え

つ
つ
、
適
切
に
制
度
設
計
を
し
て
い
き
た
い
。 

   

【
砂
田
市
議
】
フ
ル
タ
イ
ム
で
５５
人
と
い
う
こ
と

な
ら
、
法
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
常
勤
か
任
期
付
職
員

の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。
今
般
の
法
改
正
の
趣
旨
は
、

適
正
な
勤
務
条
件
の
確
保
に
あ
る
。
期
末
手
当
の
支

給
は
可
能
な
の
で
、
支
給
さ
れ
る
べ
き
だ
。
ま
た
、
継

続
し
た
働
き
に
応
じ
た
退
職
金
が
払
わ
れ
て
当
然
で

は
な
い
か
。
非
常
勤
職
員
の
皆
さ
ん
は
、
人
間
を
相
手

に
長
い
あ
い
だ
働
い
て
、
仕
事
の
幅
と
か
深
み
と
か
も

出
て
き
て
た
い
へ
ん
大
事
な
仕
事
を
し
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
人
た
ち
の
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き

だ
。 

 

【
総
務
部
長
】
賃
金
や
休
暇
、
期
末
手
当
な
ど

待
遇
面
に
つ
い
て
、
法
改
正
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

総
務
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
制
度
設
計
を
し

て
い
き
た
い
。
再
任
用
さ
れ
た
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
の
額
の
変
更
や
昇
給
に
つ
い
て
は
、
常
勤
職
員
の

初
任
給
決
定
基
準
や
昇
給
制
度
と
の
均
衡
を
考
慮

す
る
こ
と
が
適
当
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
と
も

鑑
み
て
制
度
設
計
し
て
い
く
。
な
お
、
退
職
手
当
に
つ

い
て
は
、
富
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
が
支
給
対

象
と
な
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
範
囲
を
定
め
て
い

る
。
本
市
と
し
て
も
、
遺
漏
の
な
い
よ
う
事
務
手
続
き

を
進
め
て
い
き
た
い
。 

 

【
砂
田
市
議
】
こ
の
制
度
の
導
入
を
通
じ
て
「
市

民
の
安
全
・
安
心
を
守
り
、
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
一

層
拡
充
・
向
上
さ
せ
る
機
会
」
と
と
ら
え
て
準
備
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め

に
は
新
た
な
財
源
が
当
然
必

要
に
な
っ
て
く
る
。
国
に
対
し

て
必
要
な
財
源
措
置
を
ぜ
ひ

働
き
掛
け
る
と
と
も
に
、
そ
の

見
通
し
は
ど
う
か
。 

 

【
総
務
部
長
】
全
国
知
事
会
や
全
国
市
長
会
は

今
年
、
各
種
手
当
や
給
与
の
財
源
確
保
を
提
言
し

た
。
先
日
総
務
省
は
２
０
２
０
年
度
予
算
の
概
算
要
求

に
合
わ
せ
て
、
地
方
財
政
収
支
に
関
す
る
仮
試
算
を

公
表
し
た
。
こ
の
中
で
は
会
計
年
度
任
用
職
員
施
行

に
伴
う
歳
出
に
つ
い
て
は
盛
り
込
ま
れ
ず
、
年
末
の
予

算
編
成
過
程
で
検
討
す
る
と
さ
れ
た
。
全
国
市
長
会

と
と
も
に
今
後
の
国
の
予
算
編
成
の
動
向
を
注
視
し

た
い
。 

【
砂
田
市
議
】
「
耳
が
遠
く
な
り
、
人
前
に
出

る
の
が
お
っ
く
う
に
な
っ
た
」
。
高
齢
化
が
進
む
日

本
で
、
難
聴
者
は
推
定
で
１
４
０
０
万
人
、
補
聴

器
が
必
要
と
な
る
対
象
は
８
２
０
万
人
に
上
る
。 

障
害
者
認
定
の
な
い
中
軽
度
難
聴
者
は
補
聴

器
の
購
入
に
健
康
保
険
や
公
的
補
助
が
適
用
さ

れ
ず
、
全
額
自
己
負
担
だ
。
片
耳
で
も
２０
万
か

ら
４０
万
円
、
両
耳
で
５０
万
円
以
上
に
も
な
る
。  

 

年
金
生
活
者
や
低
所
得
者
に
は
負
担
が
重
過

ぎ
る
。
そ
こ
で
近
年
、
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
支

援
制
度
を
導
入
す
る
自
治
体
が
徐
々
に
増
え
て

い
る
。
小
矢
部
市
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
め

な
い
か
。 

６
月
県
議
会
で
、
日
本
共
産
党
・
津
本
県
議
の

質
問
に
、
県
知
事
は
「
重
要
な
こ
と
で
も
あ
り
勉

強
し
た
い
」
と
答
弁
し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
難
聴
を
放
置

す
る
と
い
っ
そ
う
進
む
こ
と
か
ら
、
軽
い
難
聴
の
時

か
ら
補
聴
器
を
つ
け
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

国
会
で
も
、
日
本
共
産

党
の
質
問
に
、
麻
生
財
務

相
は
「
補
聴
器
は
結
構
高

い
も
の
で
、
公
的
補
助
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
、

よ
く
わ
か
っ
て
い
る
」
と
答

え
た
。 

 

【
民
生
部
長
】
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
富
山
県
と
も
情
報
共

有
を
図
り
、
今
後
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。 

国
に
お
い
て
は
補
聴
器
を
用
い
た
聴
覚
障
害
の

補
正
に
よ
る
認
知
機
能
の
低
下
予
防
の
効
果
を

検
証
す
る
た
め
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
研
究

結
果
に
よ
っ
て
は
何
ら
か
の
動
き
が
あ
る
も
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
国
、
県
の
動
向

を
把
握
し
た
上
で
、
必
要
が
あ
れ
ば
関
係
団
体
を

通
じ
て
要
望
し
て
い
き
た
い
。 

 い
ま
、
地
方
自
治
体
に
働
く
臨
時
・
非
常
勤
職

員
は
全
国
で
６５
万
人
を
超
え
、
そ
の
働
き
な
し
に

自
治
体
行
政
は
一
日
も
運
営
で
き
な
い
。
臨
時
・
非

常
勤
職
員
は
何
年
も
恒
常
的
な
公
務
の
仕
事
に
つ

き
な
が
ら
、
正
規
職
員
と
大
き
な
格
差
の
あ
る
労

働
条
件
の
下
で
働
い
て
い
る
。
２
０
２
０
年
度
か
ら

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
、
地
方
自
治
法
・

地
方
公
務
員
法
改
正
で
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

会
計
年
度
を
超
え
な
い
範
囲
で
置
か
れ
る
非
常

勤
職
員
と
な
り
、
任
期
は

最
長
１
年
、
再
度
の
任
用

は
可
能
だ
が
、
任
用
す
る

か
否
か
は
自
治
体
の
判

断
に
委
ね
ら
れ
る
。 


